




１．事業の位置付け・必要性

水素社会を阻む「水素製造コストの壁」。



新開発の「ガス循環反応システム」により、多様なメタン・二酸化炭素
資源から低炭素水素と高付加価値「親水性炭素」を共製造。水素供給
のレジリエンス向上と共に、親水性炭素の収益化によって水素製造
コストを圧縮・水素製造コストの壁を克服。
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３．研究開発成果まとめ
研究項目 開発目標 達成目標 達成度 詳細

A-4,5
ガス循環反応システムプロセス設計
親水性炭素市場調査

システム運用条件決定
炭素固定化手法としての
要件設定

100 達成

A-1,2,3; 
B-3

ガス循環反応システムPOC
小型システム動作実証
大型システム動作実証

100
小型・大型両システムによる低炭素
水素・固体炭素同時製造実証

A-6; B-1 ガス活性化触媒
大容量ガス処理触媒の
量産と性能実証

100

メタン転換率＞94 %以上
1000 h安定動作達成
ガス処理1200 ℓ/h/kg触媒達成
ガス活性化触媒量産(活物質：
5  kg/バッチ；ペレット触媒：
10 g/h連続製造)プロトコル確立

A-6; B-1 炭素捕集触媒
大容量ガス処理触媒の
量産と性能実証

100

炭素捕集効率＞平衡値60％達成
炭素捕集量＞ 20 g/h/g触媒
バッチ
炭素捕集触媒量産(10 kg/バッチ)
プロトコル確立

B-1 炭素連続捕集 炭素連続捕集＞４時間 100 達成

B-4; C; 
D

親水性炭素
水関連材料性能
親水性炭素＞従来炭素
材料

100

水接触角
親水性炭素＜カーボンブラック確認
水浄化（脱色・濁り除去）性能
親水性炭素＞活性炭確認















４．今後の見通し

➢ 技術

・システムスケールアップと商用プラント設計

・低炭素水素製造プロセスの炭素強度アセスメント

・荏原環境プラントへの技術継承

➢ 事業・ビジネス

・親水性炭素の用途開発と市場開拓

・NIMSとの共同研究継続による実用化・事業化体制の確立

・親水性炭素・低炭素水素分野における複数企業とのNDA締結に

よる市場展開基盤の構築


